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2.19.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
齊藤 晃宏 特徴変化量を用いた音声からの感情推定 
本研究では感情間の特徴変化量に着目して感情の判別を行った．実験結果としては一部の感情
については高い正答数を得た．その他の感情については満足できる正答数を得ることができな
かった．今後の課題として，利用する特徴量の選択，平静以外からの感情推定，推定器からの
推定を多数決以外での決定などが挙げられる．また，従来手法とはデータの利用の仕方が異な
るため従来手法との併用によって正答数の向上が考えられる． 
高橋竜之介 コードのキー特性に基づく合成音声の感情表出手法の改善 
本研究では，音楽理論に基づいた合成音声における感情表出手法，具体的には合成音声を作成
する過程に,異なる音高の音声を追加する手法と楽器の音を追加する手法の 2つの手法を提案
した.評価実験においては従来手法よりも高い評価が得られた．今後の課題としては，効果的な
利用方法などを評価実験で得た結果に基づき，より詳細な分析をした上で修正，追加していく
ことがあげられる． 
藤村健 サブジェクティブクライテリアに基づいた心臓病発症予測支援システム 
近年，世界で心臓病の患者が増加している．過去に様々な研究や調査が行われ，心臓病の危険
因子は明らかになってきた．しかし，数値で測れるオブジェクティブの要因だけが心臓病リス
クになると限らない．そこで今回サブジェクティブ要因を取り入れることで，心臓病予測精度
向上を図る．本研究は，複数項目を評価基準として処理可能な TOPSIS 法を使用する．評価には
フラミンガムデータを用いて，予測精度の向上を試みる． 
細川晶世 改訂長谷川式簡易認知症スケールに基づく認知症スクリーニングシステム 
本研究では,タッチパネルを通して,キャラクターとの対話を行わせることで,認知症スクリー
ニングの実施を提案した.そのシステム案を,医師に評価してもらった結果,全体としては良い
評価ではあったが,幾つかの課題を指摘された.今後の課題としては,医師の指摘に基づきシス
テムの改善と実証実験の実施があげられる. 
宮沢優太 歌唱者の姿勢に着目した歌唱力向上支援システム 
本研究では，これまであまり行われてきていない歌唱時の姿勢に着目した一般の利用者に対す
る歌唱力向上支援システムの構築を試みる．歌唱時の姿勢と声質の間に関係があるとする声楽
の研究を背景とし，歌唱熟練者と利用者の声質を比較する．その上で差異の顕著なフレーズを
抽出し，そのフレーズにおけるユーザの姿勢を，歌唱熟練者の姿勢に近づけるよう指示するこ
とで，歌唱力の向上を促すシステムの構築を試みる． 
小野奈瑠美 ユーザプリファレンスを用いた楽譜からの作曲支援 
メロディに対する伴奏の後付けを行うためには，音楽理論の学習や作曲経験を積む必要がある
とされている．そこで，ピアノ作曲を基に音楽理論の知識や作曲経験が少ない人でも理解しや
すい作曲を考える．本研究では既にメロディとなる曲(右手演奏部)が存在する場合において，
その作曲者が曲で表現したい感情をプリファレンスとして反映した伴奏(左手演奏部)の構築を
試みる． 
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(b) 博士(前期)論文概要 
該当なし 
(c) 博士(後期)論文概要 
菅原幸平 主観的知能に基づく意思決定支援システム 
本研究では，従来の DSS が参照する目標や計画の達成に対して静的な判断基準と意思決定者の
状況に基づく判断基準を統合することによって，意思決定者の状況に合わせた代替案の順位評
価を可能にするアプローチを提案する．提案 DSS がユーザである意思決定者の状況に合わせた
代替案の順位付けを可能にすることによって，最適な意思決定の支援をユーザに与えることが
可能になり DSS の評価結果の信頼性が向上する．DSS を評価するために，会社内のソフトウェ
ア開発ワークフローの事例モデルに適用した．従来の MCDM 手法による代替案の分析結果と主観
的な判断基準を考慮した提案アプローチの分析結果を，同じ事例を用いて比較することによっ
て，提案アプローチが有効であることを示す．意思決定の支援はシステムが代替案を判断基準
に従って順位づけをすることによって与えることが可能だが，代替案の数が増えることによっ
て，意思決定者に対する支援情報の数が多くなる．過剰な情報表示は意思決定者に対して有効
な情報を複雑にする．この問題を改善するために，単一の配列を判断基準に基づいて更新する
ことを可能にする発見的問題解決（メタヒューリスティクス）手法の側面からも代替案の評価
を行った．したがって，本論文では意思決定を支援する方法として，主観的な知能に基づく代
替案の順位付けをするアプローチの他に，主観的な知能に基づくメタヒューリスティクス手法
を用いた代替案の選出アプローチにおいても提案手法の有効性を比較評価している．本研究の
提案アプローチは，医療診断の意思決定や地図ナビゲーションの意思決定など様々な社会的 DSS 
の信頼性を高めるために応用することが可能である． 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Kohei Sugawara, Hamido Fujita Intelligent Decision Support for Business Workflow Adaptation due to 
Subjective Interruption, Journal of Acta Polytechnica Hungarica 
http://www.uni-obuda.hu/journal/Issue46.htm  Vol. 10, issue 8, 2013. (Impact Factor 0.588) 
2) Kohei Sugawara, Hamido Fujita, A Workflow Optimization by Handling Interruption with Meta-heuristic 
Approach, IEEE 12th International Conference on Intelligent Software Methodologies, Tools and 
Techniques, pp. 243 - 246 ，2013/09 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
 
 
  
